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１）保管時は直射日光を避け、風通しの良いところに保管    

　して下さい。

２）ドラム缶は内圧が高くなっている場合があります。蓋を

　開ける際は圧抜きを十分に行って下さい。

３）ドラム缶は密閉し、液が飛散しない様に注意願います。

　できる限り、短期間で使い切る様にお願いします。

４）所定の場所に保管し、ドラム缶の積み重ねは４m以下で、

　落下・転倒がないようにして下さい。

１）運搬時には直射日光が当たらないように覆い等をして 

　下さい。

２）運搬時には、振動でドラム缶が動かないように固定し

て下さい。

３）使用途中のドラム缶を運搬する際は、できる限りドラ

ムポンプを抜いて密栓して下さい。

４）ドラム缶をトラックに積み込む際にドラム缶が変形す

る程の衝撃を与えないで下さい。

５）フォークリフト等を利用しての昇降時は、ドラム缶に

傷を付けないように注意して下さい。

６）ドラム缶をトラックから下ろす際には、ドラム缶が変

形しないように注意して下さい。

７）液漏れ、ドラム缶が著しく変形してしまった場合はメ

ーカーに御相談下さい。







エアライトフォーム(HFC)
0.026W/ｍ・K

エアライトフォームA種1H (ノンフロン）
0.026W/ｍ・K

エアライトフォームA種1 (ノンフロン）
0.034W/ｍ・K

A種ポリスチレンフォーム保温板2種
0.034W/ｍ・K

住宅用グラスウール32K相当
0.036W/ｍ・K

断熱木毛セメント板
0.10W/ｍ・K



●吹付け面が乾燥状態にあること・ホコリ、油等が付着していな

いことを確認する。 

●コンクリート壁面より突出している不要物（型枠止め用セパレ

ーターボルト等）は予め切除する。

●サッシ、ガラス、額縁、ドア等が取り付けてあることを確認する。 

●サッシ廻りの防水モルタル等が乾燥状態であることを確認する。 

●溶接･溶断が必要な箇所は事前に処理されていることを確認する。

●サッシ、ガラス、額縁等をポリフィルム等で養生する。 

●壁、天井、床、開口部廻り等、エアライトフォームが付着して

はならない所を養生する。

●吹付け面に吹付ける前に、ポリフィルム等の上にテスト発泡を

行い正常なフォームであることを確認する。

●吹付け面に約５mm以下の厚さになるよう、下吹きを行う。 

●総厚が30㎜以上は多層吹きとし、各層の厚みは各々30㎜以下で

施工する。 

●スプレーガンは吹付面から約１ｍ離し、面に対してはほぼ直角

に向け左右に移動させ、平滑な面に仕上げる。

●施工方法に支障がある場合は、現場担当者と打ち合わせを行い

施工を行う。

●保護具を着用し、充分な換気を行う。 

●エアライトフォームの厚みを測定し、所定厚みであることを確

認する。薄い場合は吹き増し、厚い場合は切削の措置を行なう。



日清紡ケミカルは、“エアライトフォーム”の商品名で各種硬質ウレタンフォーム用原液を製造販売しております。

尚、施工条件（施工厚み、使用温度）等は、担当者にお問い合せ下さい。

　ＨＦＣ　…ハイドロフルオロカーボン。オゾン層を破壊しない。

◎発泡剤について◎発泡剤について

労働関連法

・労働安全衛生法

・労働安全衛生法施行令

・労働安全衛生規則

・酸素欠乏症等防止規則

・労働基準法

危険物・有害物関係

・消防法

・高圧ガス保安法

・ＰＲＴＲ(化学物質管理促進)法

・薬物及び劇物取締法

＊詳細は、SDSをご確認下さい。

公害防止関係

・公害防止基本法（環境基本法）

・大気汚染防止法

・水質汚濁防止法

・海洋汚染防止法

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

◎エアライトフォーム原液の危険物分類◎エアライトフォーム原液の危険物分類

◎安全･危険･公害等法規の概要◎安全･危険･公害等法規の概要

 

 

 

発泡剤の種類 水 HFO HFC

1233zd

19

0

1

CF3CH=CHC

 

化   学   物   質 炭酸ガス 245fa 365mfc 

化     学     式 CO2 CF3CH2 CHF2 CF3 CH2CF2CH3

沸           点 -
 

15 40 

ODP(オゾン層破壊係数) 0 0

 

0

GWP(地球温暖化係数) 1

 

1030 794

品      種 引 火 点 (℃) 危 険 物 分 類 指定数量 (ℓ)  毒        性 

T      液 200 ～ 250 第 4類第 4石油類 6,000 皮  膚  刺  激 

R      液 
(ノンフロン、H F C) 

なし -----  -----

 

目に入ると僅かに刺激あり 【基本物性】
品名

JIS A 9526
種類

熱伝導率※1

（W/ｍ・K）
透湿率

（ng/ｍ・ｓ・Pa）

SF-100 A種3 0.040 1 1.9
※2

SF-120 A種3 0.040 36.4※2

SI-NFS(P) A種1 0.034 9.0以下

SG-900 A種1H 0.026 9.0以下
SF-250J B種 0.026 4.5以下
SF-300J B種 0.026 4.5以下

SF-280NHJ B種 0.026 4.5以下
SI-240J ―※3 0.026 4.5以下

SI-240Z ―※3

※3 ※4

0.026 4.5以下

※1　JIS　A　9526：2015　　　の改定時に導入された熱伝導率規格値

※2　測定値であり、保証値ではない（JIS　A　9526：2015 には規定がない為）

※3　JIS　A　9526：2006 におけるB種1

※4　発熱性試験
※5　JIS　A　1321：1994

備考

戸建住宅用、JISマーク表示製品認証

ノンフロン
タイプ

HFCタイプ
難燃3級合格品※5

※5難燃3級合格品  （寒冷地向）

戸建住宅用、低密度品

法定難燃材料評価試験合格
JISマーク表示製品認証

※4

※4法定難燃材料評価試験合格
一般厚物（定温倉庫用）
一般厚物（低温倉庫用）
ビールタンク用（ノンハロゲン）

【環境影響】※1

品名 用途 発泡剤
  フロン類
使用量（％） GWP

SF-100

水（CO 2 )SF-120
住宅建築用 0 1

SI-NFS(P)

SG-900 HFO-1233zd

SF-250J

SF-300J 非住宅建築用 HFC（245fa、365mfc) 19以下

SF-280NHJ

SI-240J 943

SI-240Z 住宅建築用 HFC（245fa、365mfc) 19以下 951

SI-240Z  W 963

※１　2015年3月31日　経済産業省告示第52号「硬質ポリウレタンフォーム用原液
　　　の製造者等の判断基準となるべき事項」による
※２　イソシアネート側にはフロン類は含有せず

※３　「フロン回収・破壊法」から改正された「フロン抑制法（平成27年4月施工）」
　　　でHFC追加
※４　目標値は、ＧＷＰ100以下（2020年）

※2

※2

　

ノンフロンタイプ
（ﾎﾟﾘｵｰﾙ成分）

HFCタイプ
（ﾎﾟﾘｵｰﾙ成分）
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